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Corel Painter 2023

Corel(R) Painter(R) 2023 は究極のデジタル アート スタジオです。その画期的な描画ツール、リアルなブラシ、クローン作成機
能、カスタマイズ可能な機能により、これまでにないエキサイティングな⼿法で、より創造性の⾼い表現が可能になります。Corel
Painter の感圧ブラシを使⽤すると、⾃分の⼿の延⻑のようななめらかな動きで、驚くほどの⾼い質感や正確さを持ったブラシスト
ロークが実現できます。さらに、独⾃の Natural-Media™ ブラシを作成し、ブラシとキャンバスとの反応をカスタマイズすれば、多
様な⽅法で芸術的なアイディアを発展させることができます。Corel Painter は従来の制作環境の限界をはるかに広げました。

Corel Painter で作成されたイメージ。Yann LeGuen によるアート作品

Corel Painter 2023 の新機能
Corel Painter は従来の制作環境の限界をはるかに広げました。
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新機能! フルイド ペイント テクノロジ

Painter 2023 は、これまでにないエキサイティングなフルイド ペイント ブラシ テクノロジを導⼊しています。Painter のこれまで
で最もスムーズなブラシ マーク、およびブラシストローク全体で表⽰される、より⼤胆で、より露出度の⾼い、ペーパーの粒⼦感を
提供します。⾼度に調整できるフルイド ペイント ブラシ マークは、オーパラップあり、またはオーバーラップなしで累積でき、よ
り⾃然なペイントおよびブレンド体験を提供します。

コンセプト、マット、コミック、漫画、アニメ、および他の従来のメディアを専⾨とするアーティストにメリットのある、フルイド
ペイントを使⽤すると、レイヤーに適⽤されたすべてのブラシストロークの不透明度を制御できます。フルイド ペイントは、ソフト
ではっきりとしない度合いから完全に不透明まで、極めて良好なレベルの透明度および不透明度を備えた、より⾃然なグレイジング機
能を提供します。

フルイド ペイントは、強化塗潰し⼿法を使⽤するあらゆるブラシで作業でき、シック ペイントと互換性があります。フルイド ペイ
ント テクノロジは、最適なブラシ パフォーマンスを得るために、デフォルト レイヤーの GPU のアクセラレーションもサポートして
います、詳しくは、「フルイド ペイントのコントロール」を参照してください。

プロパティ バーの [ペイントの不透明度] フライアウトを使⽤して、フルイド ペイントの最も⼀般的に使⽤されるコントロールにア
クセスできます。

新機能! フルイド ペイント ブラシ

[作成と彫刻] および [ペイントとブレンド] フルイド カテゴリからブラシ バリアントを試すことで、新しいフルイド ペイント テク
ノロジに直接、⾶び込むことができます。

[作成と彫刻] で、イラスト、絵コンテ、コミック、漫画に⾮常に適したツール セットが⾒つかります。シェイプでのブロックや、⾊
での塗りつぶしに最適なこれらのブラシは、より低い不透明度値でスムーズに累積するフルイド ペイントの機能に依存しています。
フルイド バリアントには、強化された粒⼦レンダリングと⽔彩、油彩の感覚でシェイプおよび構造を露出するのに最適なものもあれ
ば、より狭い磨かれたエアブラシ マークを描くものもあります。

http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=FLUID_PAINT
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新しい [作成と彫刻] フルイド ペイント ブラシ カテゴリのサンプル ブラシストローク ([ハッチ] (左)、[油彩彫刻] (中央)、[シェイ
プ ビルダ] (右))。

[ペイントとブレンド] を使⽤すると、イラストレータ、ファイン アート、写真アーティストに適した、より従来に近い感覚のブラシ
があります。これらのバリアントは、低い不透明度でスムーズにペイントするため、⽔彩または油彩のように感じられる場合がありま
す。微妙に適⽤するペイントから、レイヤー コンテンツとの⼿間のかかる混合までの範囲でもブレンドします。多くのフルイド ブラ
シは、ペーパーの粒⼦感をレンダリングするように改善された機能を持つように設定されています。

新しい [ペイントとブレンド] フルイド ブラシ カテゴリのサンプル ブラシストローク ([ブラシ感] (左)、[粒⼦感] (中央)、[ダッ
シュ] (右))。

フルイド ブラシのカテゴリやバリアントを選択するには
1 ツールボックスで ブラシ ツール  をクリックします。

2 ブラシ セレクタ バーの [ブラシ セレクタ] をクリックします。
3 [フルイド] カテゴリとブラシ バリアントをクリックします。

新機能と機能強化! フルイド⽤紙

フルイド ペイントの、表現⼒の豊かな粒⼦感の動作を利⽤することに特化して設計された 15 種類の⽤紙テクスチャのコレクション
から、新しい、⾼コントラストの⽤紙テクスチャをアート作品に追加できます。
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フルイド ペイント ブラシストローク (⽤紙 [標準アーティスト キャンバス]、[粗いジェッソ塗りキャンバス]、[マルベリー紙]、[炭
素繊維] (左上から時計回り))

フルイド⽤紙テクスチャを適⽤するには
1 プロパティ バーの [粒⼦感] フライアウト ボタン  をクリックします。

2 [⽤紙テクスチャ] 領域をスクロールし、[フルイド⽤紙] 領域で⽤紙テクスチャのカラー タイルをクリックします。

新機能と機能強化! 選択範囲の視覚表現

多くのアーティストのワークフローに不可⽋な部分である選択範囲は、(⻑⽅形のボックスのように) ハードな定義されたエッジにす
ることも、([マジック ワンド] やブラシストロークの選択範囲のように) 透明度のある、より多くの⾃由形式の図形にすることもで
きます。Painter 2023 ⽤に、広く使⽤されている選択ツールに⾊のオーバーレイが追加され、選択した領域の可視性を改善していま
す。複雑な形状を持ち、透明度のある選択範囲に特に便利なオーバーレイは、選択範囲の作成、編集、調整をスピードアップするのに
役⽴ちます。

「クラシック」なマーキーで囲まれるか、同じ場所に⾊が重ねられた、またはその両⽅が⾏われた選択範囲の視覚表現を選択でき
ます。さらに、プロパティ バーの新しい [選択範囲表⽰オプション] フライアウトからこれらの設定にすばやくアクセスできま
す。Painter 2023 では、2 つの⾊のオーバーレイ プリセットと、希望する⾊のカスタム プリセットを提供しています。たとえば、
アート作品に⾚の濃淡がある場合、選択範囲を確認しやすくするオーバーレイの⾊があると便利です。さらに、新しい [マーキーのし
きい値] コントロールを使⽤すると、選択範囲に含まれているピクセル透明度のレベルを調整できます。これにより、選択範囲に低い
不透明度の領域を正確に含めることができます。詳しくは、「選択範囲を表⽰する」を参照してください。

新しい [選択範囲表⽰オプション] フライアウトにより、選択範囲の可視性を迅速かつ簡単にカスタマイズできます。
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Painter 2023 では、これらのコントロールは、作業の好みおよび経験レベルに合わせてプロパティ バー、メニュー、[ナビゲーショ
ン]、[キャンバス] コマンド バーからすぐに利⽤できるようになっています。カスタム パレットを作成したり、キーボード ショート
カットを頻繁に使⽤されるツールおよびコマンドに割り当てたりすることも簡単です。

選択範囲表⽰オプションを設定するには
• プロパティ バーの [選択範囲表⽰オプション] フライアウト ボタン  をクリックし、以下の表を参考にして操作を⾏いま

す。
 

⽬的 操作内容

マーキーに含まれているピクセル透明レベルを設定する [マーキーのしきい値] スライダを調節します。

値を⾼くすると、より低い不透明度のピクセルが含まれるよう
になります。

⾊のオーバーレイを設定します カラー ピッカーをクリックして、⾊を選択します。

オーバーレイの不透明度を設定します [不透明度] スライダを調整します。

オーバーレイ プリセットを選択する [プリセット] リスト ボックスからプリセットを選択します。

カスタム オーバーレイ プリセットを作成する [プリセットの追加] ボタン  をクリックします。

注意: オーバーレイ プリセットを削除するには、[プリセットの
削除] ボタン  をクリックします。

選択した領域にオーバーレイを設定します [オーバーレイ] リスト ボックスから [選択領域] を選択しま
す。

保護された領域にオーバーレイを設定します [オーバーレイ] リスト ボックスから [マスク適⽤領域] を選択
します。

選択を完了した後にオーバーレイを表⽰します [オーバーレイの⾮表⽰] チェック ボックスをオフにします。

機能強化! 選択ブラシ

選択ブラシは、Painter のブラシ エンジンの多⽤性をアーティストの選択ワークフローにもたらします。Painter 2023 ⽤に更新され
た、選択範囲のプロパティ バーにより、さまざまなシェイプおよびテクスチャによりすばやくアクセスできます。即座に、取り込ん
だ描点シェイプを変更したり、フロー マップを追加してブラシストロークを強化したりできます。さらに、Painter アーティストか
らのフィードバックに応えた、新しいキーボード ショートカットを使⽤すると、追加/削除の選択範囲モードを即座に切り替えること
ができます。これにより、コントロールを探すのに費やす時間が少なくなり、作業中のタスクに費やす時間が増えます。詳しくは、
「ペイントによる領域の選択」を参照してください。

新機能! [カラー選択] オプション

Painter 2023 では、選択ブラシを使⽤して任意の書類から⾊の範囲内で選択できるようになりました。任意の選択ブラシに対して
[カラー選択] を有効にしたり、4 つの新しいプリセット カラー選択ブラシ バリアントの中から選択したりできます。[マジック ワン
ド] ツールを使⽤する場合と同様に、許容範囲に基づいて選択する⾊の領域をペイントします。各特性の許容範囲を設定することによ
り、⾊および⾊明度の含め⽅を調整できます。特定のスタイルに合うように、よりソフトな、従来のアート作品から⾊を選択するた
めの⽬⽴たないエッジと、コミックスタイルの精密なアート作品から⾊を選択するための粗いエッジの間で選択できます。カラー選択
は、Painter のマスキングおよび⾊調整機能で作業するための優れた補完機能です。カラー選択について詳しくは、「ペイントによる
⾊の選択」を参照してください。
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新しい [カラー選択] パネルを使⽤すると、ブラシストロークに含まれる⾊を制御できます。

ペイントで⾊の選択領域を作成するには
1 ツールボックスで ブラシ ツール  をクリックします。

2 [ブラシ セレクタ] で、[選択ブラシ] カテゴリをクリックし、バリアントをクリックします。
3 プロパティ バーの [カラー選択を有効にする] ボタン  をクリックします。

4 [カラー選択オプション] フライアウト ボタン  をクリックし、以下の表に⽰す作業を実⾏します。

 

⽬的 操作内容

描画⾊に隣接した⾊の含め⽅を制御する [⾊許容範囲] スライダを調節します。

値を⾼くすると、⾊の範囲が広くなります。

描画⾊に隣接した⾊明度の含め⽅を制御する [明度許容範囲] スライダを調節します。

値を⾼くすると、明るい⾊と暗い⾊の範囲が広くなります。

1 ピクセルのぼかしを適⽤することにより、選択範囲のエッジ
をスムーズにする

[ギザギザのエッジをスムーズ化] チェック ボックスをオンにし
ます。

カラー選択のより良い視覚表現を得るには、プロパティ バーの [オーバーレイ] ボタン  をクリックします。

選択している⾊がオーバーレイの⾊に類似している場合は、プロパティ バーの [選択範囲表⽰オプション] フライアウト ボ
タン  をクリックし、カラー ピッカーをクリックして異なる⾊を選択します。

Shift キーを押しながら領域の上をペイントすることにより、選択範囲に追加できます。
Option キー (macOS) または Alt キー (Windows) を押しながら、削除する領域の上をペイントして、選択範囲から削除で
きます。

機能強化! 選択ワークフロー

Painter 2023 は、さまざまな改良点を通じて、よりスムーズで、より予測しやすい選択体験を提供します。[なげなわ選択] および
[多⾓形選択] ツールの新しいカーソルにより、選択範囲マーキー上のドットを接続することがより簡単になりました。プロパティ
バーが設定をリセットおよび記憶するように刷新されました。これは、選択作業をスピードアップするのに役⽴つ強化です。さらに、
新しい [選択範囲機能] フライアウトでは、より⼤きな最⼤サイズを持つ強化されたワンクリックぼかしなど、重要なコマンドおよび
修正を昇格しました。これらは、常に⼿の届く範囲にあります。

また、選択の多いタスクについては、ワークスペースで [選択] パネルを開くことを選択して、保存、ロード、反転、修正など、選択
範囲機能のクリック数を減らすこともできます。加えて、単⼀ステップで選択範囲からマスクを作成できるようになりました。これ
は、Painter ユーザーの間で頻繁にリクエストをいただいていました。
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プロパティ バーの新しい [選択範囲機能] フライアウトには、最も頻繁に使⽤される選択範囲コマンドおよび修正が配置されていま
す。

書類内で選択範囲 (x/y 位置) を移動することも、Painter 2023 で信頼性が上がりました。さらに、アーティストによって報告され
た、選択範囲で透明なグラデーションを使⽤しているときの問題に対処しました。これは、創造の可能性を広げます。選択範囲につい
て詳しくは、「選択範囲の基本」を参照してください。

機能強化! グレージングブラシ

グレイジング ブラシ バリアントが、強化塗潰し⼿法を使⽤するように更新されました。この⼿法は、フルイド ペイントとともに使
⽤できます。これにより、グレイジング ブラシで [フルイド ペイント] フライアウトおよびプロパティ バーにアクセスできます。こ
れらを使⽤すると、[ペーパーの粒⼦感で塗りつぶす]、[フルイドの不透明度]、[累積]、[ペイント重ね] など、関連する設定を有効に
し、調整できます。

機能強化! スポイト ツールと塗潰しツール

Painter 2023 では、[なげなわ選択] および [多⾓形選択] ツールにより、前回使⽤した設定が記憶されます。これにより、中断した
ところから再開することがより簡単になりました。

機能強化! レイヤーの表⽰状態

ユーザーのフィードバックに応え、[取り消しできる処理の数] にレイヤーの表⽰状態への変更を含めるかどうかを選択できます。こ
のオプションは、再編成された [環境設定]  [⼀般] ダイアログ ボックスで簡単に設定しておくことができます。

機能強化! イメージを配置する

Painter 2023 で [ファイル]  [配置] を使⽤するとき、レイヤーの中⼼に配置する新しいオプションにより、イメージを⽬的の場所
に正確かつ簡単に配置できます。

機能強化! 透明度のあるグラデーション

透明度のあるグラデーションで作業する場合は、Painter 2023 では、グラデーションに沿ってよりスムーズで、より⾃然な変化を確
認できます。

機能強化! ブラシ サイズ変更

Painter 2023 では、⾓カッコ キー、または Wacom や他の⼀般的なタブレットのタッチ ホイールを使⽤してブラシのサイズを⼤き
くするときの応答性が向上しています。

機能強化! 下の⾊を拾う

シック ペイント レイヤーで [下の⾊を拾う] ボタンが機能するようになったため、[互換] シック ペイント カテゴリのブラシでこの
ボタンを使⽤して、よりスムーズなワークフローにすることができます。[ブリスル] シック ペイント カテゴリおよび [パレット ナ
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イフ] シック ペイント カテゴリのブラシは、下のレイヤーの⾊を拾わないことに注意してください。詳しくは、「下のレイヤーの⾊
を拾う」を参照してください。

作業領域の概要
作業領域は、メニュー、セレクタ、パネル、およびインタラクティブ パレットに分類されています。

丸で囲まれた番号は、以下の表の番号に対応します。この表では、アプ
リケーションのウィンドウのメイン コンポーネントについて説明します。

 

コンポーネント 説明

1.メニュー バー プルダウン メニュー オプションを使⽤して、ツールと機能にア
クセスできます。

2.ブラシ セレクタ バー [ブラシ セレクタ] フライアウトにアクセスできます。。前に使
⽤したブラシ バリアントにアクセスすることや、ブラシをお気
に⼊りとしてマークすることもできます。

3.ブラシ セレクタ フライアウト ブラシ ライブラリを選択したり、ブラシ カテゴリからブラシ
を選択したり、ブラシ フィルタを適⽤して必要なブラシだけを
表⽰したり、お使いのクリエイティブなブラシ セットを補完す
る追加のブラシ パックを参照したりできます。また、デフォル
ト レイヤー、リキッド インク レイヤー、シック ペイント レイ
ヤー、および⽔彩レイヤーと互換性のあるブラシ バリアントを
即座に特定できます。ブラシ バリアントの上にポインタを移動
すると、ブラシ セレクタの下にあるブラシ名の横に対応するレ
イヤー互換性アイコンが表⽰されます。
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コンポーネント 説明

4.コマンド バー コマンド バー ([ファイル/編集]、[キャンバス]、[フォト アー
ト]) には、使⽤頻度の⾼いメニュー コマンドのショートカット
であるボタンとコントロールが含まれています。

5.プロパティ バー アクティブなツールやオブジェクトに関連するコマンドが表⽰
されます。たとえば、塗潰しツールがアクティブであれば、選
択した領域を塗り潰すための各種コマンドがプロパティ バー上
に⽰されます。プロパティ バーのコントロールは並べ替えて使
いやすくできます。グループ ラベルにより、コマンドを⼿早く
効率的に探し、把握して、使うことができます。

6.[ペイントの不透明度] フライアウト フルイド ペイントのコントロールにアクセスできます。粒⼦感
の動作、フルイドの不透明度、累積レベル、表現設定、ペイン
ト重ねを調整できます。

7.[選択] パネル 縮⼩、シェイプへの変換、拡⼤、ぼかし、ロード、枠の修正、
削除、復帰、スムーズ化、保存など、選択範囲機能にアクセス
できます。レイヤーまたはグループから、イメージの輝度、現
在または指定された⾊、⽤紙テクスチャに基づいて選択範囲を
作成することもできます。

8.[カラー] パネル カラーの選択と、選択したカラーに関する情報の表⽰ができま
す。

9.[ハーモニー] パネル ハーモニー ルールを使⽤してカラー ハーモニーを作成できま
す。

10.[レイヤー] パネル レイヤーの階層を管理し、レイヤーの作成、選択、表⽰、固
定、削除、名前の指定、グループ化を⾏うためのコントロール
があります。

11.[⽤紙] パネル ⽤紙テクスチャを適⽤および編集したり、新しい [フルイド⽤
紙] ライブラリなど、⽤紙ライブラリを開いて管理したりできま
す。

12.[カラー選択] パネル ペイントによる⾊の選択を⾏うときの選択ブラシの動作を調整
できます。

13.キャンバス キャンバスとは、書類ウィンドウ内にある⻑⽅形の作業領域で
す。このサイズにより、作成されるイメージのサイズが決定し
ます。キャンバスはイメージ背景としても機能し、レイヤーと
は違って、常にロックされています。

14.ツールボックス イメージを作成、塗潰し、および変更するツールにアクセスで
きます。

作業領域レイアウトを選択する
作業領域レイアウト (「パレット配置」とも呼ばれます) は、パレットやパネルなどの作業領域の要素を特定のワークフローに応じて
表⽰、⾮表⽰、および位置付けするものです。Corel Painter 2023 では、以下の作業領域レイアウトが提供されます。
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作業領域レイアウト 説明

Painter の新規ユーザー向け 最も基本的なコントロールが [ヒント] パネルとともに表⽰さ
れ、Corel Painter をすぐに使い始めることができるようになり
ます。

Classic 使い慣れた環境のままシームレスに移⾏したいと考える、以前
のバージョンの Corel Painter のユーザーに最適です

デフォルト ほとんどのコンピュータで最適に動作するデフォルトの作業領
域レイアウトです。詳細は、10 ページの 「作業領域の概
要」。を参照してください。

シンプル ツールボックス、メニュー バー、拡張プロパティ バーを含む最
⼩限のユーザー インターフェースを表⽰します

コンセプト アート ブラシ、グラデーション、テクスチャのペイント コントロール
に素早くアクセスできます。画⾯スペースを節約するために、
ブラシとメディア パレットはパレット引き出しにわかりやすく
分類されています。

イラスト [参照イメージ] パネル、ブラシ、⽤紙、グラデーションを表⽰
します

ファイン アート 従来のメディア ブラシと合成ツールに素早くアクセスできます

フォト アート 写真アーティストにより⼀般的に使⽤されるパレットが表⽰さ
れ、フォト、テクスチャ、ペイントのクローンを作成するため
に最適な設定が提供されます。

マンガアート ブラシ、⽤紙、グラデーション、ブラシ サイズ、不透明度コン
トロールに素早くアクセスできます

クイック切り替え機能を使⽤すると、2 つの作業領域レイアウトを選択し、現在のタスクまたはデバイスの表⽰モードに応じて、それ
らを素早く切り替えることができます。この機能は、特にマルチモードまたはデュアルモードのデバイスを使⽤する場合に役⽴ちま
す。たとえば、デフォルトをレイアウト 1 として、シンプルをレイアウト 2 として選択すると、表⽰パネルをノートブック モードか
らタブレット モードに切り替えたときに、シンプル作業領域レイアウトが⾃動的に表⽰され、すっきりとした最⼩限のユーザー イン
ターフェースを使⽤して作業できます。

作業領域レイアウトを選択するには
• [ウィンドウ]  [レイアウト] を選択し、レイアウトを選択します。

Welcome スクリーンからレイアウトを選択することもできます。この場合は、[設定] をクリックしてレイアウトを選択し
ます。

作業領域レイアウトを切り替えるには
1 [ウィンドウ]  [レイアウト]  [クイック切り替え]  [レイアウト 1] をクリックし、レイアウトを選択します。
2 [ウィンドウ]  [レイアウト]  [クイック切り替え]  [レイアウト 2] をクリックし、レイアウトを選択します。
3 レイアウト 1 とレイアウト 2 を切り替えるには、以下のいずれかの操作を⾏います。

• デュアルモードまたはマルチモードのデバイスの表⽰パネルの位置を変更します (たとえば、ノートブック モードからタブレッ
ト モードに変更するなど)。
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• [ウィンドウ]  [レイアウト]  [クイック切り替え]  [レイアウトの切り替え] をクリックします。

デフォルトの作業領域レイアウトやユーザーが作成したカスタム作業領域レイアウト間での切り替えも可能です。カスタム作
業領域レイアウトを作成および保存する⽅法について詳しくは、「パネルとパレットを再配置する」を参照してください。

ブラシを選択/変更する
Corel Painter 2023 にはブラシ バリアントと呼ばれる、絵筆や筆記具のプリセットが多数⽤意されています。ブラシ バリアント
は、「エアブラシ」、「アーティスト オイル」、「カリグラフィ」、「ペン」、「鉛筆」、「リアル⽔彩」といった多数のカテゴリ
に分類して登録されています。⼀部のブラシ カテゴリは現実の画材に近くなるよう設定してありますので、名前から⼤体どのような
描き味のブラシか予想がつけられます。ただしカテゴリによっては対応する現実の画材が存在せず、これまでにない斬新な表現⼒をデ
ジタル アーティストに提供するブラシも存在しています (画期的な粒⼦ブラシなど)。

ブラシ セレクタでは、ブラシ ライブラリを選択したり、ブラシ カテゴリからブラシを選択したり、お使いのクリエイティブなブラ
シ セットを補完する追加のブラシ パックを参照したりできます。また、さまざまな⽅法でブラシを整理し、表⽰することもできま
す。たとえば、ブラシにフィルタを適⽤して、必要なブラシだけが表⽰されるようにすることができます。また、ワークフローに合
わせて、[ブラシ セレクタ] の表⽰/⾮表⽰を切り替えることもできます。たとえば、ブラシ ライブラリ セレクタ、最近使⽤したブラ
シ、ブラシ パック プロモーションなどの表⽰/⾮表⽰を切り替えることができます。

また、ブラシ セレクタを使⽤すると、デフォルト レイヤー、リキッド インク レイヤー、シック ペイント レイヤー、および⽔彩レ
イヤーと互換性のあるブラシ バリアントを即座に特定できます。ブラシ バリアントの上にポインタを移動すると、ブラシ セレクタ
の下にあるブラシ名の横に対応するレイヤー互換性アイコンが表⽰されます。レイヤー互換性アイコンをクリックすると、このレイ
ヤーでペイントするすべてのブラシ バリアントを検索できます。

丸で囲まれた番号は、以下の表の番号に対応します。この表では、
ブラシ セレクタのメイン コンポーネントについて説明します。

 

コンポーネント 説明

1.前回使⽤したブラシ 前回使⽤したブラシ バリアントにアクセスできます。

2.ブラシセレクタ [ブラシ セレクタ] フライアウトにアクセスできます。

http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=REARRANGE_PANELS_PALETTES
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コンポーネント 説明

3.お気に⼊りとしてマーク 選択したブラシをお気に⼊りとしてマークすることができま
す。

4.ブラシ ライブラリ セレクタ ブラシ ライブラリを選択できます。

5.[ブラシ パック プロモーション] バー ブラシ パック セレクタにアクセスしてブラシ パックを購⼊で
きます。

6.[ブラシ ライブラリ] オプション ボタン さまざまな⽅法でブラシを整理して表⽰するのに役⽴つコマン
ドにアクセスできます。

7.ブラシ パック セレクタ 利⽤可能なブラシ パックを参照できます。

8.[ブラシ フィルタ] ボタン 必要なブラシだけが表⽰されるように、ブラシ フィルタを適⽤
できます。

9.ブラシ カテゴリブラシカテゴリ ブラシ ライブラリ内のすべてのカテゴリを参照できます。ブラ
シ カテゴリは、同系のブラシとメディアをグループ化したもの
です。

10.ブラシ バリアント カテゴリ内のブラシ バリアントを参照できます。ブラシバリア
ントとは、1 つのブラシカテゴリに含まれている特定のブラシ
とブラシ設定のことを指します。

11.[レイヤー互換性] アイコン デフォルト レイヤー、リキッド インク レイヤー、シック ペイ
ント レイヤー、および⽔彩レイヤーと互換性のあるブラシ バリ
アントを特定し、検索できます

Painter 2023 のブラシ ライブラリで、ブラシはカテゴリに分類されています。カテゴリとは、類似するブラシやメディアのグループ
です。ブラシ バリアントとは、ブラシ カテゴリに含まれている特定のブラシのことです。ブラシ セレクタは、フローティング パネ
ルとして開いたままにしておくこともできます。こうすると、ペイント中にブラシに素早く簡単にアクセスできます。[ブラシ セレク
タ] パネルにはコンパクト ビューとフル ビューの 2 つの表⽰モードがあります。フル ビューでは、ブラシのカテゴリとバリアント
がどちらも表⽰されます。コンパクト ビューでは、ブラシ バリアントだけが表⽰され、スクロールしなくてもより多くのブラシを⼀
覧できます。
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(左) コンパクト ビューでの [ブラシ セレクタ] パネル、(右) フル ビューでの [ブラシ セレクタ] パネル

ブラシ セレクタの表⽰/⾮表⽰を切り替えるには
• 以下の表を参考にして操作を⾏います。
 

表⽰/⾮表⽰を切り替えるには 操作内容

ブラシセレクタ [ウィンドウ]  [ブラシ セレクタ]  [バー] を選択します。

[ブラシ セレクタ] パネルがフル ビューで表⽰されます。 [ウィンドウ]  [ブラシ セレクタ]  [パネル (フル ビュー)]
を選択します。

[ブラシ セレクタ] パネルがコンパクト ビューで表⽰されま
す。

[ウィンドウ]  [ブラシ セレクタ]  [パネル (コンパクト)] を
選択します。

ブラシのカテゴリやバリアントを選択する
1 ツールボックスで ブラシ ツール  をクリックします。

2 ブラシ セレクタ バーの [ブラシ セレクタ] をクリックします。
3 ブラシ カテゴリとブラシ バリアントをクリックします。

ブラシのフィルタリング

ブラシ フィルタを使えば、クリエイティブなタスクに必要なブラシだけを⼿元に置いておくことができます。たとえば、「シック ペ
イント互換」フィルタを使えば、シック ペイントと、シック ペイント互換のブラシだけを表⽰して、他のすべてのブラシはブラシ
セレクタに表⽰されないようにすることができます。

Corel Painter には、「お気に⼊り」、「Painter マスター」、「スタンプ」、「⽔彩互換」、「シック ペイント互換」、および「ク
ローン」といったブラシ フィルタが⽤意されています。ブラシの選択項⽬をさらに調整するため、同時に複数のフィルタを適⽤する
こともできます。たとえば、お気に⼊りの「⽔彩互換」ブラシだけが表⽰されるようにすることができます。
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1　つ以上のブラシ フィルタを適⽤すれば、必要ではないブラシ カテゴリとブラシを⾮表⽰にすることができます。

1　つ以上のブラシ フィルタをクリアすれば、ブラシの選択項⽬を拡張できます。すべてのブラシ フィルタをクリアすれば、アク
ティブなブラシ ライブラリのすべてのブラシを表⽰できます。

ブラシをフィルタするには
1 ツールボックスで ブラシ ツール  をクリックします。

2 ブラシ セレクタ バーの [ブラシ セレクタ] をクリックします。
3 [ブラシ セレクタ] フライアウトで [ブラシ フィルタ] ボタン  をクリックし、利⽤可能なブラシ フィルタ リストを表⽰しま

す。
4 以下のいずれかのチェック ボックスをオンにします。

• お気に⼊り ̶ お気に⼊りとしてマークしたブラシだけを表⽰します。お気に⼊りブラシについて詳しくは、17 ページの
「ブラシをお気に⼊りとしてマークする」。を参照してください

• Painter マスター ̶ Painter マスターによって⾼く評価され、使⽤されているブラシだけを表⽰します。
• スタンプ ̶ 円形、取り込み、レンダリングされた円形、またはスタティック ブリスル描点タイプを使⽤するスタンプ タイプ

ブラシだけを表⽰します。
• ⽔彩互換 ̶ ⽔彩ブラシと⽔彩レイヤーで使⽤できるブラシだけを表⽰します。
• シック ペイント互換 ̶ シック ペイント ブラシとシック ペイント レイヤーで使⽤できるブラシだけを表⽰します。
• クローン ̶ クローンとクローン着⾊ブラシだけを表⽰します。
ブラシ フィルタを適⽤しているときには、[ブラシ フィルタ] ボタンのアウトラインが⽩からオレンジに変わります

。

ブラシ フィルタは、表⽰されているブラシにのみ適⽤されます⾮表⽰のブラシ　カテゴリとブラシ バリアントは⾮表⽰のま
まです。
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フィルタをクリアするには
• [ブラシ セレクタ] フライアウトで [ブラシ フィルタ] ボタン  をクリックし、以下のいずれかを⾏います。

• すべてのフィルタをクリアするには、[フィルタのクリア] をクリックします。アクティブなブラシ ライブラリに含まれている
すべてのブラシ バリアントとブラシ カテゴリが表⽰されます。

• 特定のフィルタをクリアするには、そのフィルタのチェック ボックスをオフにします。

ブラシをお気に⼊りとしてマークする

ブラシをお気に⼊りとしてマークすれば、名前の隣に表⽰される [お気に⼊り] アイコンによって⾒つけやすくなります。ブラシ セレ
クタで選択したブラシをクリックして、お気に⼊りとしてマークできます。複数のブラシをお気に⼊りとしてマークする場合には、
[ブラシ セレクタ] フライアウトまたは [ブラシ セレクタ] パネルを使う⽅が簡単です。ブラシは、いつでもお気に⼊りのリストから
削除できます。

選択したブラシ (左) は、ブラシ セレクタ バーではお気に⼊りとしてマークされている (右)

[お気に⼊り] フィルタを適⽤すれば、ブラシ セレクタにお気に⼊りのブラシだけが表⽰されます。

選択したブラシをお気に⼊りとしてマークするには
• ブラシ セレクタ バーで、ブラシ名の右にある、[お気に⼊りとしてマーク] アイコン  をクリックします。

また、[ブラシ セレクタ] フライアウトまたは [ブラシ セレクタ] パネルで、ブラシを右クリックし、[お気に⼊り] をクリッ
クして、ブラシをお気に⼊りとしてマークすることもできます。この⽅法は、複数のブラシをお気に⼊りとしてマークする場
合に使⽤します。

選択したブラシをお気に⼊りのリストから削除するには
• ブラシ セレクタ バーで、ブラシ名の右にある、[お気に⼊りから削除] アイコン  をクリックします。

また、[ブラシ セレクタ] フライアウトまたは [ブラシ セレクタ] パネルで、ブラシを右クリックし、[お気に⼊り] をクリッ
クして、ブラシをお気に⼊りから削除することもできます。この⽅法は、複数のブラシをお気に⼊りから削除する場合に使⽤
してください。

ブラシを検索する

現在選択しているブラシ ライブラリのコンテンツを素早く検索して、具体的な指定に⼀致するブラシを⾒つけられます。検索を実⾏
するには、1 つのブラシ属性、またはブラシ属性の組み合わせを⼊⼒します。たとえば、「鉛筆 リアル」という検索語句を⼊⼒する
と、「リアル鉛筆」ブラシ バリアントのすべてのリストが⽣成されます。

ブラシ バリアントを検索するには
1 検索バー ([ウィンドウ]  [検索]) で、[検索] テキスト ボックスに 1 つのブラシ属性または属性の組み合わせを⼊⼒します。
2 リスト内のブラシ バリアントの上にマウスを置くと、フライアウトの下部にブラシストロークのプレビューが表⽰されます。
3 リストからブラシ バリアントを選択します。
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検索バーは、デフォルトではクラシック レイアウトにおいてのみ、プロパティ バーの右側、書類ウィンドウの右上隅に表⽰
されます。検索バーをその他すべてのレイアウトで表⽰するには、[ウィンドウ]  [検索] をクリックします。

検索語として「GPU」や「マルチコア」などと⼊⼒すると、これらのテクノロジーを活かすブラシを検索できます。Intel プ
ロセッサを使⽤する Mac または Windows コンピュータをお持ちの場合は、この拡張を活かすブラシを⾒つけるために、
「AVX2」といった語句を⼊⼒して検索できます。Apple CPU を使⽤する Mac コンピュータをお持ちの場合は、「NEON」
といった語句を⼊⼒して検索できます。

以前検索バーを⾮表⽰にした場合は、[ウィンドウ]  [検索] をクリックして表⽰できます。

ブラシを変更する

ブラシ ツールを選択している場合、プロパティ バー上でブラシ バリアントを素早く変更できます。⼀部の基本的な属性 (サイズや不
透明度など) はすべてのブラシに共通していますが、その他の属性は選択したブラシ カテゴリに固有です。

プロパティ バーのコントロールは並べ替えて使いやすくできます。グループ ラベルにより、コマンドを⼿早く効率的
に探し、把握して、使うことができます。(1) [リセット] ボタンを使⽤すると、選択したブラシのデフォルト設定を
復元できます。(2、3、4) すべてのブラシに共通のコントロール、(5、6、7) ブラシ固有のコントロール、(8) [詳細
ブラシ コントロール] ボタンを使⽤すると、アクティブなブラシ バリアントに関連するパネルにアクセスできます。

プロパティ バーには、選択したブラシ カテゴリやブラシ バリアントに応じたフライアウトが⽤意され、アクティブなブラシやツー
ルに関連してよく⽤いられる機能にアクセスできます。

リアル⽔彩ブラシ バリアントのプロパティ バー: (1) [ストローク] フライアウト、(2) [フロー マップ] フライアウト、
(3) [リアル⽔彩] フライアウト ボタン、(4) [描点オプション] フライアウト、(5) [ブリスル] フライアウト ボタン、
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アイコンの背景の形は⽤途を⽰しています。正⽅形の背景 (4) は、ブラシのメディアのプロパティを変更する設定に
アクセスできることを⽰します。丸い背景 (4、5) のアイコンでは、ブラシの形状を制御する設定にアクセスします。

基本的なブラシ属性を設定するには
1 ツールボックスで ブラシ ツール  をクリックします。

2 ブラシ セレクタ バーの [ブラシ セレクタ] をクリックします。
3 ブラシ カテゴリとブラシ バリアントをクリックします。
4 プロパティ バーで以下のいずれかの操作を⾏います。

• ブラシ サイズを設定するには、[サイズ] スライダ  を動かすか、[サイズ] ボックスに値を⼊⼒します。

• ブラシストロークの不透明度を設定するには、[不透明度] スライダ  を動かすか、[不透明度] ボックスにパーセント値を⼊
⼒します。

ブラシ サイズは、[サイズ] ライブラリからサイズ プリセットを選択して設定することもできます。プロパティ バーで [サ
イズ] フライアウト ボタン  をクリックし、[サイズ ライブラリ] ボタン  をクリックし、[ブラシ サイズ] パネルの
プリセットをクリックします。
右の⾓カッコ (]) キーを押してブラシのサイズを⼤きくしたり、左の⾓カッコ ([) キーを押してブラシのサイズを⼩さくした
りすることもできます。

ブラシ ツールがアクティブになっている場合は、数字キーで不透明度を設定できます。各数字キーはそれぞれ、固定のパー
センテージに対応しています。たとえば、1 キーは 10%、5 キーは 50%、0 キーは 100% の不透明度を指定できます。

ブラシ カテゴリについて

Corel Painter 2023 には多数のブラシ カテゴリが⽤意されており、各カテゴリ内には多数のプリセット ブラシ バリアントが存在し
ています。

カスタム ブラシを作成する

Corel Painter の充実したブラシ ライブラリに⽤意されているブラシ バリアントをそのまま選択する以外に、[⼀般] ブラシ コント
ロール パネル内でブラシ バリアントを変更することも可能です。コントロール パネルでは以下の項⽬を設定できます。
• [描点の種類] - メディアをキャンバスにどのように適⽤するかを設定します。
• [ストロークの種類] - ブラシストロークをメディアにどのように適⽤するかを設定します。
• [⼿法] および [サブカテゴリ] - ⼿法は、あらゆるブラシ バリアントの動作を最も基本的なレベルで決定付ける設定です。⼿法と

そのサブカテゴリは、ストロークの外観の属性を表します。
• [ソース] - ブラシ バリアントが使⽤するペイント材料の種類を指定します。

[⼀般] ブラシ コントロール パネルの使⽤⽅法について詳しくは、製品ヘルプの「⼀般コントロール」を参照してください。

[⼀般] ブラシ コントロールパネルを表⽰するには
• [ウィンドウ]  [ブラシコントロールパネル]  [⼀般] を選択します。
 

ツールボックスについて
ツールボックス内のツールは、ペイント、線やシェイプの作成、シェイプの塗潰し、書類の表⽰と操作、選択範囲の指定などに使⽤で
きます。

以下の表で、Corel Painter ツールボックスのツールを説明します。
 

http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=GENERAL_CONTROLS
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ツール 説明

カラー ツール  

ブラシ ツールを使⽤すると、キャンバスまたはレイヤー上にペ
イントまたは描画できます。プロパティ バーには、アクティブ
なブラシに関連して最も⼀般的に使⽤される機能が表⽰されま
す。詳しくは、「ブラシを選択、管理、および作成する」を参
照してください。

スポイト ツール使⽤すると、既存のイメージから⾊をサンプリ
ングできます。プロパティバーで⾊の値を確認できます。スポ
イト ツールで⾊を選択すると、[カラー] パネルにもその⾊が⽰
されます。詳しくは、「イメージから⾊を採取する」を参照し
てください。

塗潰しツールを使⽤すると、⾊、グラデーション、パターン、
テキスタイル、クローンなどのメディアで領域を塗り潰せま
す。プロパティ バーには、塗り潰し可能な領域と使⽤可能なメ
ディアのオプションが表⽰されます。詳しくは、「塗潰しを使
⽤する」を参照してください。

インタラクティブ グラデーション ツールでは、キャンバス、
選択範囲、レイヤー、チャンネルなどの領域を塗り潰し、グラ
デーションをイメージに適⽤することができます。詳しくは、
「グラデーションを適⽤する」を参照してください。

消しゴム ツールを使⽤すると、不要な領域をイメージから消去
できます。詳しくは、「イメージ領域を消去する」を参照して
ください。

選択範囲ツール
 

レイヤー調整ツールは、レイヤーを選択、移動、編集するとき
に使⽤します。詳しくは、「[レイヤー] パネルを表⽰する」を
参照してください。

変形ツールを使⽤すると、さまざまな変形モードを使⽤して、
イメージの領域を変更できます。詳しくは、「変形⽤に選択範
囲を準備する」を参照してください。

⻑⽅形選択ツールを使⽤すると、⻑⽅形の枠でイメージを選択
できます。詳しくは、「選択範囲の基本」を参照してくださ
い。

楕円形選択ツールを使⽤すると、楕円形の枠でイメージを選択
できます。詳しくは、「選択範囲の基本」を参照してくださ
い。

なげなわツールを使⽤すると、フリーハンドで選択範囲を指定
できます。詳しくは、「選択範囲の基本」を参照してくださ
い。

http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=BRUSHES_GENERAL
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=DROPPER_TOOL
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=PAINT_BUCKET
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=PAINT_BUCKET
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=GRADIENTS
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=ERASER_TOOL
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=DISPLAYING_LAYERS_PANEL
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=TRANSFORM_TOOL
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=TRANSFORM_TOOL
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=SELECTION_TOOLS
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=SELECTION_TOOLS
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=SELECTION_TOOLS
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ツール 説明

多⾓形選択ツールを使⽤すると、イメージ上のさまざまなポイ
ントをクリックして直線セグメントで囲むことにより、領域
を選択できます。詳しくは、「パスベースの選択範囲を作成す
る」を参照してください。

⾃由選択 ツールを使⽤すると、イメージをクリックまたはド
ラッグすることで、類似した⾊の領域をまとめて選択できま
す。詳しくは、「ピクセルベースの選択範囲を作成する」を参
照してください。

[選択ブラシ] ツールを使うと、ペイントでフリーハンド選択を
作成できます。詳しくは、「ペイントによる領域の選択」を参
照してください。

選択範囲調整ツールを使⽤すると、⻑⽅形選択、楕円形選択、
およびなげなわツールで作成した選択範囲やシェイプから変換
した選択範囲を選択、移動、調節できます。詳しくは、「変形
⽤に選択範囲を準備する」を参照してください。

クロップ ツールを使⽤すると、不要なエッジをイメージから削
除できます。詳しくは、「イメージをクロップする」を参照し
てください。

整形ツール
 

ペン ツールを使⽤すると、直線と曲線のシェイプ パスを作成で
きます。詳しくは、「直線および曲線の描画」を参照してく
ださい。

フリーハンド ツールを使⽤すると、フリーハンド曲線を描くこ
とでシェイプ パスを作成できます。詳しくは、「カーブを調整
する」を参照してください。

⻑⽅形シェイプ ツールを使⽤すると、⻑⽅形と正⽅形を作成で
きます。詳しくは、「シェイプを描画する」を参照してくだ
さい。

楕円形シェイプ ツールを使⽤すると、円形と楕円形を作成でき
ます。詳しくは、「シェイプを描画する」を参照してくださ
い。

テキスト ツールを使⽤すると、⽂字の形をしたイメージを作成
できます。[テキスト] パネルを使って、フォント、⽂字のサイ
ズ、およびトラッキングを設定します。詳しくは、「テキスト
を追加する」を参照してください。

シェイプ選択ツールを使⽤すると、ベジェ曲線を編集できま
す。このツールを使⽤して、アンカー ポイントの選択や移動、
コントロール ハンドルの調節を⾏うことができます。詳しく
は、「シェイプを選択する」を参照してください。

http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=PATH_BASED_SELECTIONS
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=PATH_BASED_SELECTIONS
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=PIXEL_BASED_SELECTIONS
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=SELECTION_BRUSH
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=TRANSFORM_TOOL
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=TRANSFORM_TOOL
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=CROPPING_IMAGES
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=DRAWING_LINES
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=ADJUSTING_CURVATURE
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=ADJUSTING_CURVATURE
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=DRAWING_SHAPES
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=DRAWING_SHAPES
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=ADDING_TEXT
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=ADDING_TEXT
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=SELECTING_SHAPES
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ツール 説明

開いているセグメントまたは閉じているセグメントを切断でき
ます。セグメントが閉じている場合は、線またはポイントをク
リックすると、シェイプ パスが開いた状態になります。詳しく
は、「シェイプ セグメントを切断/連結する」を参照してくだ
さい。

ポイント追加ツールを使⽤すると、シェイプ パス上に新しいア
ンカー ポイントを追加できます。詳しくは、「アンカー ポイン
トを追加/削除/移動する」を参照してください。

ポイント削除ツールを使⽤すると、シェイプ パス上のアンカー
ポイントを削除できます。詳しくは、「アンカー ポイントを追
加/削除/移動する」を参照してください。

ポイント変換ツールを使⽤すると、スムーズ アンカー ポイント
からコーナー アンカー ポイントへの変換、またはその逆の変換
を実⾏できます。詳しくは、「カーブを調整する」を参照して
ください。

フォト ツール
 

前回使⽤した [クローン] ブラシ バリアントに素早くアクセス
できます。詳しくは、「クローンでペイントする」を参照して
ください。

スタンプ ツールを使⽤すると、[ストレートクローン] ブラシ
バリアントに素早くアクセスし、1 つのイメージ内または複数
のイメージにわたって領域をサンプリングできます。詳しく
は、「オフセットのサンプリングを実⾏する」を参照してくだ
さい。

覆い焼きツールを使⽤すると、イメージのハイライト、中間
⾊、影の部分を明るくできます。詳しくは、「覆い焼きと焼き
込み」を参照してください。

焼き込みツールを使⽤すると、イメージのハイライト、中間
⾊、影の部分を暗くできます。詳しくは、「覆い焼きと焼き込
み」を参照してください。

対称ツール
 

ミラー ペインティング モードでは、完全な対称ペインティング
を作成できます。詳しくは、「ミラー ペインティング モードを
使⽤する」を参照してください。

万華鏡ツールを使⽤すると、基本的なストロークを、カラフル
で対称的な、万華鏡のようなイメージに変換できます。詳しく
は、「万華鏡ペインティング モードを使⽤する」を参照して
ください。

http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=CUTTING_SHAPES
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=ANCHOR_POINTS
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=ANCHOR_POINTS
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=ANCHOR_POINTS
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=ANCHOR_POINTS
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=ADJUSTING_CURVATURE
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=CLONING_BRUSHES_CONTROLS
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=OFFSET_SAMPLING
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=DODGE_BURN
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=DODGE_BURN
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=DODGE_BURN
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=DODGE_BURN
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=MIRROR_PAINTING
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=MIRROR_PAINTING
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=KALEIDOSCOPE
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ツール 説明

合成ツール
 

⻩⾦分割ツールを使⽤すると、伝統的な構図技法に基づくガイ
ドを使⽤して構図を決定できます。詳しくは、「⻩⾦分割ツー
ルを使⽤する」を参照してください。

レイアウト グリッド ツールを使⽤すると、キャンバスを分割し
て、構図の決定に役⽴てることができます。たとえばキャンバ
スを縦横それぞれに 3 等分して、構図の 3 分割法を適⽤するこ
とが可能です。詳しくは、「レイアウト グリッドを使⽤する」
を参照してください。

遠近ガイド ツールを使⽤すると、1 点透視、2 点透視、または
3 点透視のガイドを表⽰できます。詳しくは、「遠近ガイドを
使⽤する」を参照してください。

ナビゲーション ツール
 

⼿のひらツールを使⽤すると、イメージを素早くスクロールで
きます。詳しくは、「イメージを移動する」を参照してくだ
さい。

拡⼤ツールは、細かい作業を⾏うときにイメージの⼀部を拡⼤
表⽰したり、イメージ全体を⾒るために縮⼩したりするときに
使⽤します。詳しくは、「イメージを拡⼤する」を参照してく
ださい。

⽤紙回転ツールを使⽤すると、描きやすい⾓度になるように、
イメージを回転できます。詳しくは、「イメージとキャンバス
を回転する」を参照してください。

セレクタ
 

表⽰セレクタを使⽤すると、書類ビューと表⽰モードを切り替
えられます。詳しくは、「書類ビューを切り替える」を参照し
てください。

ツールボックスはデフォルトで開いていますが、ツールボックスのヘッダー バーの [閉じる] ボタンをクリックして閉じるこ
とも可能です。ツールボックスを再び開くには、[ウィンドウ]  [ツールボックス] を選択します。

パネルとパレットについて
Corel Painter のインタラクティブ パレットは 1 つのタブが付いたコンテナで、コンテンツ ライブラリ、コマンド、コントロール、
各種設定にアクセスできます。パネルはパレット内に格納されます。パレットはパレット引き出しに変換できます。そのため、パレッ
トを素早くたたんで画⾯スペースを節約できます。

http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=DIVINE_PROPORTION
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=DIVINE_PROPORTION
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=LAYOUT_GRID
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=PERSPECTIVE_GUIDES
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=PERSPECTIVE_GUIDES
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=REPOSITIONING_IMAGES
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=ZOOMING_IMAGES
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=ROTATING_IMAGES
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=ROTATING_IMAGES
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=DOCUMENT_VIEWS
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このパレット引き出しには、関連する 2 つのパネル[グラデーション] と [グラデーション ノー
ド] があります。パネルの内容にアクセスするには、そのパネルのタブをクリックします。

パネルについて

Corel Painter のほとんどのパレットにはオプション メニューがあり、関連するコマンドを実⾏できるようになっています。たとえ
ば、[レイヤー コントロール] パネルのオプション メニューを使⽤すると、レイヤーのロック、複製、およびグループ化を実⾏できま
す。

標準的なパレットには、ヘッダー バー (1)、パレットをパレット引き出しに変換できる [パレット引き出し] ボ
タン (2)、パネル タブ (3)、関連する⼀連のコマンドにアクセスできるパネル オプション (4) があります。

次の表に、⼀般的に使⽤されるパネルの説明を⽰します。その他のパネルについて詳しくは、製品ヘルプの「パネルについて」を参照
してください。
 

パネル 説明

[ブラシコントロール] パネル  

[ブラシコントロール] パネルは、[ブラシコントロール] パレッ
トに含まれています。[ブラシコントロール] は複数の [ブラシ
コントロール] パネルに分かれているため、作業しながらブラシ
バリアントを調節することも、既存のバリアントを変更して新
しいバリアントを作成することも可能です。

ブラシ バリアントをカスタマイズできます。詳しくは、「ブラ
シ コントロールを使⽤してブラシを調整する」を参照してくだ
さい。

http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=EXPLORING_PANELS
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=ADJUSTING_BRUSHES
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=ADJUSTING_BRUSHES
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パネル 説明

[詳細ブラシコントロール] パネル 現在選択されているブラシに関係する [ブラシコントロール]
パネルのグループを⽣成します。ブラシの形状やメディアに関
するパネルには、[編集] パネルで [形状] および [メディア]
ショートカットを使⽤すると素早くアクセスできます。詳しく
は、「ブラシ コントロールについて」を参照してください。

カラーパネル
 

カラー パネル (フル ビュー)
カラー パネル (コンパクト)

メイン カラーおよびサブ カラーを選択して、カラー ハーモ
ニーを作成できます。詳しくは、「[カラー] パネルから⾊を選
択する」を参照してください。

ミキサー [ミキサー] パレットでは、実際の絵具パレットと同じように⾊
を混ぜ合わせることができます。詳しくは、「[ミキサー] パネ
ルと混合コントロールについて」を参照してください。

カラーセットライブラリ 現在のカラー セット内の⾊が表⽰され、⾊のグループを整理で
きます。詳しくは、「カラー セットを使⽤する」を参照して
ください。

ハーモニー ハーモニー ルールを使⽤して、カラー ハーモニーを作成できま
す。詳しくは、「カラー ハーモニーを使⽤する」を参照してく
ださい。

[レイヤー] パネルおよび [チャンネル] パネル
 

レイヤー すべてのレイヤーのプレビューと操作が可能で、ダイナミック
プラグインの適⽤、新しいレイヤー (デフォルト レイヤー、
シック ペイント レイヤー、⽔彩レイヤーやリキッド インク レ
イヤーなど) の追加、レイヤー マスクの作成、レイヤーの削除
を実⾏できます。また、合成⽅法や奥⾏き、不透明度の調節、
レイヤーのロック/ロック解除を設定することもできます。詳細
は、「レイヤー」を参照してください。

チャンネル RGB 合成チャンネル、レイヤーマスク、アルファ チャンネルな
ど、Corel Painter の書類内のすべてのチャンネルがサムネイル
形式で表⽰されます。パネルからは、既存のチャンネルを読み
込み、保存、反転することも、新しいチャンネルを作成するこ
ともできます。詳しくは、「アルファ チャンネル」を参照し
てください。

パネルとパレットを使⽤する

Corel Painter 2023 を起動すると、[カラー] パネルが⾃動的に開きます。このパネルは、[ミキサー]、[ハーモニー]、[カラー セッ
ト ライブラリ]、[レイヤー]、および [チャンネル] の各パネルとともに 1 つのパレット引き出しにグループ化されています。[カ
ラー] パネルには、コンパクトとフル ビューの 2 つの表⽰モードがあります。フル ビューでは、カラー ホイールとスライダの両⽅
が表⽰されます。コンパクト ビューでは、スライダのみが表⽰されます。デフォルトでは、[カラー] パネル (フル ビュー) にはカ
ラー ホイールと選択しているカラーの情報が表⽰されますが、これらの要素を隠すこともできます。

http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=BRUSH_CONTROLS
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=COLOR_PANEL
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=COLOR_PANEL
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=EXPLORE_MIXER_PANEL
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=EXPLORE_MIXER_PANEL
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=WORKING_WITH_COLOR_SETS
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=COLOR_HARMONIES
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=LAYERS
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=ALPHA_CHANNELS
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[カラー] パネル (フル ビュー)

[カラー] パネル上の情報を隠すには
1 [ウィンドウ]  [カラー パネル]  [カラー パネル (フル ビュー)] を選択します。
2 以下の表を参考にして操作を⾏います。
 

⽬的 操作内容

カラーホイールを隠す [カラー オプション] ボタン  をクリックし、[カラーホイー

ル] を選択します。

カラー情報を隠す [カラー オプション] ボタン  をクリックし、[カラー スラ

イダ] を選択します。

パネルは必要に応じて簡単に表⽰でき、作業が終了したら素早く閉じることができます。

パネルまたはパレットを表⽰する/隠すには
• [ウィンドウ]  をクリックし、⽬的のパネル名を選択します。
 

既に隠されているパレットを復元するには、[ウィンドウ] を選択し、パレットに含まれているパネルの名前を選択します。

パレットの配置は、カスタム作業領域レイアウトとして保存することにより、後で再利⽤できます。また、不要になった時点で、その
カスタム作業領域レイアウトを削除できます。

作業に合わせて、パネルの表⽰を並べ替えることができます。たとえば、タスク関連のパネルを 1 つのパレットでグループ化するな
どです。またパレットは随時カスタマイズでき、パネルを追加または削除する、パネルの位置を変更する、パネルを別のパレットに移
動するなどの操作が可能です。
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パネルをパレットにグループ化するには
• 以下の表を参考にして操作を⾏います。
 

⽬的 操作内容

パネルをパレットにグループ化する パネルのタブをつかみ、開いている別のパネルにドラッグし、
グループを作成します。

パネルをパレットに追加する パネルをパレットにドラッグします。

パレットからパネルを削除する パネルをパレットの外にドラッグします。

パレット内のパネルの位置を変える パネルのタブをつかみ、パレット内の別の場所にドラッグしま
す。

パレットとパネルは作業領域の前⾯に表⽰されます。ドッキングすると、パネルやパレットは Corel Painter ウィンドウの⼀部とし
て、垂直の端に吸着されます。ドッキングを解除すると作業領域から切り離されて移動できるようになります。

パレットやパネルをドッキング/ドッキング解除するには
• 以下の表を参考にして操作を⾏います。
 

⽬的 操作内容

パレットをドッキングする パレットのヘッダー バーをアプリケーション ウィンドウの縦⽅
向の縁にドラッグします。パレットとウィンドウの端と端が並
ぶと吸着されます。

パレットのドッキングを解除する パネルのタブの右側の空き領域を Corel Painter ウィンドウの
端から離すようにドラッグします。

パネルをドッキングする パネルのタブを Corel Painter ウィンドウの垂直の端にドラッ
グします。パネルの端とウィンドウの端が並ぶと吸着されま
す。

パネルのドッキングを解除する パネルのタブを Corel Painter ウィンドウから離すようドラッ
グします。

パレットはパレット引き出しに変換できます。そのため、パレットを素早くたたんで画⾯スペースを節約できます。同時に、パレット
引き出しを通常のパレットに戻すこともできます。パレット引き出しは、他のパレット グループと同様にサイズ変更や位置変更が可
能です。

パレット引き出しを使⽤するには
• 以下の表を参考にして操作を⾏います。
 

⽬的 操作内容

パレット引き出しを作成するには パレット ヘッダー バーの [パレット引き出し] 切り替えボタン
 をクリックし、[パレット引き出し] をクリックします。

パレット引き出しを通常のパレットに戻すには、直前の⼿順を
繰り返します。
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⽬的 操作内容

パレット引き出しを広げる/たたむには パレット引き出しのヘッダー バーをダブルクリックします。

パレット引き出しを隠すには ヘッダー バーの [閉じる] ボタン  をクリックします。

パレット引き出しを表⽰する [ウィンドウ]  [パレット引き出し]  をクリックし、⽬的のパ
レット引き出し名を選択します。

カスタム パレットを作成する

Corel Painter では、必要な機能だけを含むカスタム パレットを作成できます。カスタム パレットを使⽤すると、⽬的の機能に素早
くアクセスできます。たとえば、[ブラシライブラリ] パネルや [メディアライブラリ] パネル内のアイテムを、カスタム パレットに
⼊れることが可能です。また、メイン メニューやパネル オプションのコマンドもカスタム パレットに追加できます。詳しくは、製
品ヘルプの「カスタム パレットを作成/変更する」を参照してください。

カスタム パレット上でのアイテムの表⽰⽅法を変更することも可能です。たとえば、テキスト、アイコン、または⼤きなアイコンと
してアイテムを表⽰できます。

カスタム パレットを素早く作成するには
• Shift キーを押し、次のいずれかの操作を⾏います。

• [ブラシ セレクタ] パネルから書類ウィンドウにブラシ バリアントをドラッグします。
• [⽤紙] ライブラリ ([ウィンドウ]  [メディア パネル]  [⽤紙])、[フロー マップ] ライブラリ ([ウィンドウ]  [メディア パ

ネル]  [フロー マップ])、またはその他の [メディア] パネル ([ウィンドウ]  [メディア パネル]  [テクスチャ]、[パター
ン]、[グラデーション]、[ノズル]、[模倣]、テキスタイル ライブラリ パネル]) のいずれかから書類ウィンドウに、⽤紙、フ
ロー マップ、メディア ライブラリのサムネイルをドラッグします。

メニュー コマンド、コントロール、またはツールをカスタム パレットに追加するには
1 [ウィンドウ]  [カスタムパレット]  [メニューコマンドの追加] を選択します。
2 [カスタム パレットの選択] リスト ボックスから [新規] を選択し、新しいパレットを作成するか、既存のカスタム パレットを選

択します。
3 表⽰される [パレットの作成/コマンドの追加] ダイアログ ボックスで、次の表のタスクを実⾏します。
 

追加するもの 操作内容

メニュー アイテム メニュー アイテムをデフォルトの Corel Painter メニューから
選択します。

その他のコントロール メニュー アイテムを [その他] メニューから選択します。

パネル、またはパネルのオプション フライアウト メニューに含
まれているアイテム

メニュー アイテムを [パネル メニュー] メニューから選択しま
す。

ツールボックス ツール メニュー アイテムを [ツール] メニューから選択します。

開いたパレットからのアイテム アイテムをクリックします。

4 [パレットの作成/コマンドの追加] ダイアログ ボックスで、[追加] をクリックし、[OK] をクリックします。

http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=CREATING_CUSTOM_PALETTES
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ワークフローを選択する
Corel Painter にはオリジナル アートワークを作成したり、制作スタイルに適したワークフローを使⽤したりする上で役⽴つ、さまざ
まなツールと機能が⽤意されています。

たとえば、Corel Painter のパワフルなクローン作成ツールを使⽤すると、デジタル フォトを素早くペイントに変換できます。またト
レーシング ペーパー機能を使⽤して、フォト ベースのペインティングを開始することも可能です。トレーシング ペーパーを使⽤す
ると、クローン書類の下に半透明のソース イメージが表⽰され、キャンバスにクローン カラーを正確に適⽤できます。

実際の画材で描いたスケッチを出発点としたい場合は、スケッチをスキャンして、Corel Painter 上でデジタルに仕上げられます。ま
た、⽤紙テクスチャとブラシを選択してキャンバスに⾊を適⽤することで、Corel Painter 上でプロジェクトを⼀から開始することも
可能です。

フォト アート: フォト ペインティング

Corel Painter を理解するために良い⽅法の 1 つとして、写真上でペイントしてフォトアートを作成するという⽅法があります。ソー
ス イメージとして使⽤するフォトを⽤意するだけで、簡単に作業を開始できます。フォト アート作業領域レイアウトには、フォト
ペインティングに関連するパレットとツールだけが表⽰されます。

さまざまなプリセット スタイルを使⽤して、写真をペイントに変換することができます。

Corel Painter には、写真などの既存のイメージをアート作品に変⾝させることができる、パワフルなイメージ クローン作成ツール
があります。クイック クローン機能を使うと、画像のクローンを作成するために必要なすべてを⾃動的に設定することや、空の書類
から始めて 1 つまたは複数のクローン ソースを追加することができます。クローン ソースは、ブラシの⾊の参考に使われるもので
す。クローン ソースの⾊のクローンを作成し (⾊のコピー)、これを⽬的のキャンバスに適⽤します (書類のクローンを作成)。クロー
ン ソースは埋め込むことも埋め込まないこともできます。クローン ソースを埋め込むと、そのクローン ソースは書類とともに保持
され、ペイント中にクローン ソース間を素早く切り替えることができます。画像、テクスチャ、パターンをクローン ソースとして使
うことができます。写真をペイントに変換したい場合など、クローン ソースを 1 度しか使わない場合は、画像として埋め込むことが
できます。クローン アセットをクローン ソースとして複数のプロジェクトで再利⽤する場合は、テクスチャまたはパターンとしてそ
れぞれ [テクスチャ] または [パターン] ライブラリに保存することができます。Corel Painter は、クローン ソースとして透明度の
ある PNG および RIFF をサポートしています。⽬的に合うように構図のコンテキストでテクスチャを簡単に変形させることができま
す。クローンについて詳しくは、製品ヘルプの「イメージのクローン作成と採取」を参照してください。

http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=IMAGE_CLONING
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合成イメージを作成する場合のフォト ペイントのワークフローとして考えられるものは数多くありますが、ここではそのうちのひと
つを説明します。Karen Bonaker ⽒が⼿がけたペイントを例にして、埋め込み画像とテクスチャをクローン ソースとして使う⽅法を
紹介します。オリジナルのデジタル アートを⼀から作成するために、各種のツールや設定を積極的に試してみてください。

さらに Corel Painter には⾃動ペインティング ツールが⽤意されており、デジタル イメージまたはスキャンしたフォトに基づくペイ
ンティングを効率よく作成できます。これらのツールを使⽤する上で、デジタル アートに関する経験は必要ありません。詳しくは、
製品ヘルプの「写真を⾃動ペインティングする」を参照してください。

フォト アート作業領域レイアウトを表⽰するには
• [ウィンドウ]  [レイアウト]  [フォト アート] を選択します。

クイック クローンを使⽤してイメージのクローンを作成するには
1 クローンの作成元になるイメージを開きます。
2 [ファイル]  [クイッククローン] を選択します。
3 クローン ブラシを使⽤し、キャンバスにブラシストロークを適⽤します。

ペイント中にトレーシング ペーパーのオン/オフを切り替えるには、[キャンバス]  [トレーシング ペーパー] を選択します。

他のブラシ カテゴリからブラシを選択して、これを設定して⾊のクローンを作成することもできます。この場合は、[カ
ラー] パネルの [クローンカラー] ボタン  をクリックします。

書類にクローン ソースを追加するには
1 書類を開くか作成します。

Corel Painter は、クローン ソースとして透明度のある PNG および RIFF をサポー
トしています。この例では、Karen Bonaker ⽒が透明な PNG を使⽤しています。

2 [クローン ソース] パネル ([ウィンドウ]  [クローン ソース]) で、[ソース] リスト ボックスから [埋め込みイメージ] を選択し
ます。[埋め込みソースイメージ] ダイアログ ボックスで、[現⾏のドキュメント] オプションを有効にし、開いた書類のリストか
らクローンを作成したい書類を選択します。

http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=AUTO_PAINTING_PHOTOS
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ヒント: 画像を追加で埋め込むには、[埋め込みソースイメージ] ボタン  をクリックし、[ブラウズ] をクリックします。使⽤
する画像が含まれているフォルダを特定し、[開く] をクリックします。

3 テクスチャをクローン ソースとして追加するには、[クローン ソース] パネルで、[ソース] リスト ボックスから [テクスチャ] を
選択します。リストのテクスチャのサムネイルをクリックします。テクスチャを書類ウィンドウに表⽰する場合は、[テクスチャ
を表⽰] チェック ボックスをオンにします。

コンテンツ アセットを作成し、[テクスチャ] ライブラリにインポートし、ペイントまたは写真のコラージュでクローン ソースと
して使います。
ヒント: テクスチャのクローンを作成する前に、構図やコンセプトに合うように⾒た⽬を修正することができます。ヘルプでテク
スチャの修正の詳細を確認してください。

4 [ブラシ セレクタ] パネル ([ウィンドウ]  [ブラシ セレクタ]  [パネル (フル ビュー)]) で、[クローン] カテゴリからブラシを
選択します。

5 クローン書類でペイントしてテクスチャのクローンを作成します。

この例では、Karen Bonaker ⽒がカスタム テクスチャを使⽤しています。

http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=TRANSFORMING_EDITING_TEXTURES
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=TRANSFORMING_EDITING_TEXTURES
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ヒント: テクスチャをクローン書類に埋め込んで今後使うことができるように書類とともに保存するには、[クローンソース] パネ
ルで、テクスチャのサムネイルを右クリックするか (Windows)、Control キーを押しながらテクスチャのサムネイルをクリック
し (macOS)、[クローンソースイメージとしてのテクスチャの埋め込み] をクリックします。

6 埋め込みソースの画像に切り替えるには、[クローンソース] パネルで、[ソース] リスト ボックスから [埋め込みイメージ] を選
択します。

7 クローン書類でペイントして画像のクローンを作成します。描画時には、[クローンソース] パネルの [トレーシングペーパーの表
⽰/⾮表⽰] チェック ボックスをオン/オフにすることで、トレーシング ペーパーのオン/オフを切り替えられます。

Karen Bonaker ⽒が⼿がけたこのペイントでは埋め込み画像とテクスチャがクローン ソースとして使われています。

クローン ブラシ カテゴリ内のその他のバリアントも試してみてください。

[クローン] ブラシ カテゴリのブラシ バリアントの例。
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他のブラシからクローン ブラシに切り替えるには、[カラー] パネルの[クローンカラー] ボタン  をクリックします。

フォト アート: トレース

写真にペイントする以外にも、トレーシング ペーパーを使⽤して写真やその他のアートワークの輪郭を描くことができます。この輪
郭をペイントに利⽤することもできます。または、写真をトレースして⽊炭やチョークの描画などのスケッチを作成することも可能で
す。

写真をトレースしてスケッチを作成する

写真をトレースする
1 トレースしたい写真またはその他のアートワークを開きます。
2 [ファイル]  [クイッククローン] を選択します。
3 [クローンソース] パネル ([ウィンドウ]  [クローンソース]) で [トレーシングペーパーの表⽰/⾮表⽰] チェック ボックスがオ

ンになっていることを確認し、[クローン カラー] パネル ([ウィンドウ]  [ブラシ コントロール パネル]  [ブラシ メディア] 
[クローン カラー]) で [クローン カラーを有効にする] チェック ボックスをオフにします。
ペイント対象の元の写真を視覚的な参照として確認することができますが、ペイントに使⽤するカラーを選択できます。

4 下にあるイメージを参照しながら、キャンバス上にイメージのアウトラインを描きます。

スタイラスの筆圧を変えることで、暗いトーンや明るいトーンを適⽤できます。陰影は多少変化させてもかまいません。

トレーシング ペーパーの不透明度を変えるには、[クローンソース] パネルの [不透明度] スライダを動かします。トレーシ
ング ペーパーをオフにするには、[トレーシングペーパーの表⽰/⾮表⽰] チェック ボックスをオフにします。

スキャンしたイラストを出発点とする

Corel Painter では、紙と鉛筆で描いた作品を簡単にデジタル化できます。今でも多くのグラフィック プロが、まずはイラストを⼿描
きした上でスキャンし、そのイメージを Corel Painter にインポートする⼿法を好んでいます。

最初に、何らかの画材と紙を使⽤して描いたスケッチをスキャンし、JPEG 形式または TIFF 形式のファイルに保存する必要がありま
す。

スキャンしたイラストを配置するには
1 [ファイル]  [新規] を選択して、スキャンしたイメージの配置先となる書類を作成します。
2 [新しいイメージ] ダイアログ ボックスで、スキャンしたイメージとほぼ同じ⼨法になるように、書類の幅と⾼さを指定します。
3 [ファイル]  [配置] をクリックして、スキャンしたファイルの保存先からファイルを選択し、[開く] をクリックします。
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スケッチの場所に表⽰されるスキャンのアウトラインを使⽤することができます。
4 輪郭が正しい位置にあるときに書類をクリックするか、[配置] ダイアログ ボックスで [OK] をクリックします。

スキャンしたスケッチが新しいレイヤーになります。

アートワーク制作:Dwayne Vance

スケッチをスキャンまたは撮影すると、カラー スキャナが拾った汚れや照明の映り込みなどの問題が⽣じることがあります。これら
の問題は、キャンバスを⾮表⽰にして合成⽅法を変え、下にあるイメージとレイヤーのブレンド⽅法を調節することで簡単に修正でき
ます。たとえば、レイヤーの合成⽅法を [フィルタ] に変えると、透明な背景上にスケッチが表⽰されるようになります。この⽅法で
は、⽩い部分がすべて透明になります。

スケッチの背景を透明にするには
1 [レイヤー] パネルで、キャンバスの隣にある⽬のアイコン  をクリックします。

2 スケッチ レイヤーを選択し、[合成⽅法] リスト ボックスから [フィルタ] を選択します。

最初に⽩以外の⾊でキャンバスを塗り潰すことにより、キャンバスが表⽰されているときにフィルタ モードで作業を⾏うこ
とも可能です。この場合はキャンバス上でのペイントが可能なため、スケッチの下でペイントを⾏うことができます。この⽅
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法を選択すると、スケッチの⼤部分を素早くペイントしてから消しゴム ツール  でクリーンアップできるため、多くの
グラフィック プロが利⽤しています。

アートワーク制作:Dwayne Vance

スキャンしたスケッチを新しい書類内に配置するのではなく、スキャンしたファイルを Corel Painter 内で直接開くことも可能です。
この場合は書類のサイズ指定を当て推量で⾏う必要がありません。なお開いたスキャン ファイルは、キャンバス上にマウントされる
点に留意してください。作業をより柔軟に⾏うために、キャンバスから専⽤のレイヤーに移動することをお勧めします。

スキャンしたイラストを開くには
• [ファイル]  [開く] をクリックして、スキャンしたファイルの保存先からファイルを選択し、[開く] をクリックします。

キャンバスからレイヤーに変換するには
1 [レイヤー] パネルで、キャンバスを右クリックし、[キャンバスを⽔彩レイヤーに変換] を選択します。

⽔彩レイヤーのデフォルトの合成⽅法は [フィルタ] です。
2 ⽔彩レイヤーをダブルクリックし、テキスト ボックスに「Sketch」と⼊⼒します。
3 ⽔彩以外のブラシ カテゴリに含まれるバリアントを使⽤したい場合は、レイヤーを右クリックし、[デフォルト レイヤーに変換]

を選択します。

参照⽤として、シェイプおよび選択範囲を使⽤してスケッチ上に線画を追加することもできます。あるいは線画を専⽤のレイヤーにコ
ピーした上で、ペインティングに組み込むことも可能です。別のテクニックとして、スキャンしたスケッチを出発点とする場合にデザ
イン プロが多⽤するのが、スケッチの⼀部分を複製したシェイプの作成です。このシェイプにブラシストロークを加えたり、塗り潰
したりすることも可能です。

シェイプを使⽤してスケッチを複製するには
1 ツールボックス内の以下のツールを使⽤して、スケッチの⼀部分を複製するシェイプを作成できます。

• ペン ツール  を使⽤すると、オブジェクト内に直線と曲線を作成できます。

• フリーハンド ツール  を使⽤すると、フリーハンド曲線を使⽤してシェイプ パスを作成できます。このツールはスケッチの
各領域をトレースするのに最適です。

• ⻑⽅形シェイプ ツール  を使⽤すると、⻑⽅形と正⽅形を作成できます。

• 楕円形シェイプ ツール  を使⽤すると、円形と楕円形を作成できます。

2 ツールボックス内の以下のツールを使⽤すると、スケッチの⼀部分をよりきめ細かく複製できます。
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• シェイプ選択 ツール  を使⽤すると、アンカー ポイントを選択して動かし、コントロール ハンドルを調節できます。

• ポイント追加 ツール  を使⽤すると、シェイプ パス上に新しいアンカー ポイントを追加できます。

• ポイント削除 ツール  を使⽤すると、シェイプ パス上のアンカー ポイントを削除できます。

シェイプ レイヤー上ではペイント操作ができないため、シェイプの外観を納得いくまで調整できたら、そのレイヤーを選択
し、[レイヤー] パネルの [新規レイヤー] ボタン  をクリックしてシェイプ レイヤーの上にレイヤーを作成します。

3 ツールボックスで ブラシ ツール  をクリックします。

4 [ブラシ セレクタ] バーの [ブラシ セレクタ] をクリックして、ブラシのカテゴリおよびバリアントを選択します。
5 プロパティ バーで [ストロークのオプション] フライアウト ボタン  をクリックし、[パスをなぞる]  をクリックしま

す。
パスまたはシェイプの許容幅の範囲内にブラシがある限り、⾃動的に輪郭に沿って描画されます。

6 [レイヤー] パネル内で、シェイプ レイヤー上に追加したレイヤーを選択し、ペイントします。

閉じたシェイプを使⽤する場合は、それらのシェイプを 塗潰しツール  で塗り潰せる選択範囲に変換できます。最初に

⽬的のシェイプを選択し、[シェイプ]  [選択範囲に変換] を選択します。

⼀から描画またはペイントを開始する

⼀から描画またはペイントする場合は、最初にキャンバス サイズ、解像度、および⽅向を設定します。キャンバス サイズと解像度を
設定するときには、イメージ サイズが⼤きいほどより多くのイメージ詳細データを保持でき、イメージの縮⼩版を⽣成する必要が⽣
じた場合にも画質を維持しやすいということを⼼に留めておいてください。詳しくは、「解像度について」と「イメージとキャンバス
のサイズを変更する」を参照してください。

本書では、著名な Corel Painter マスターであるマイク トンプソンの作品をガイドとして使⽤しています。オリジナルのデジタル
アートを⼀から作成するために、各種のツールや設定を積極的に試してみてください。

ペインティングの準備をするには
1 [ファイル]  [新規] をクリックし、任意のオプションを選択してキャンバスをセット アップします。
2 [解像度] ボックスに値を⼊⼒します。

サンプル イメージでは、解像度を 200 dpi に設定しています。
3 [単位] リスト ボックスで測定単位を選択し、イメージの幅と⾼さを設定します。

http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=UNDERSTANDING_RESOLUTION
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=UNDERSTANDING_RESOLUTION
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=UNDERSTANDING_RESOLUTION
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このサンプル イメージでは測定単位にインチを使⽤しており、幅が 10 インチ、⾼さが 12 インチに設定されています。

4 [キャンバス カラー] セレクタをクリックして、カラー ピッカーからカラーを選択します。
サンプル イメージでは⽩を使⽤しています。

5 [⽤紙] セレクタをクリックし、[⽤紙] パネルから⽤紙テクスチャを選択します。
サンプル イメージでは、[ベーシックペーパー] を使⽤しています。

すばやく開始するために、[新規イメージ] ダイアログ ボックスから直接、シック ペイント レイヤー、⽔彩レイヤー、また
はリキッド インク レイヤーを作成し、キャンバスの可視性と⽅向を設定し、カラー プロファイルを選択することができま
す。
キャンバスの最⼤サイズは、16,382 x 16,382 ピクセルです。パフォーマンス問題の発⽣を避けるため、作業開始時のキャ
ンバス サイズは 16,382 x 16,382 より⼩さく設定してください。これはエッジの近くでペイントや効果を適⽤した場合
に、レイヤーが拡張される可能性があるためです。

フォト、デザイン、または別のデジタル アートをベースにしてペインティングを開始する場合は、[参照イメージ] パネルを使⽤する
ことで、インスピレーションの元となったビジュアル ソースを⾒ながら作業を⾏えます。これはワークフローを中断することなく、
アートワークの向上に役⽴つ微妙なニュアンスを捉える上で効果的な⽅法です。パネルのサイズを変更するには、右下隅からドラッグ
します。[参照イメージ] パネルでは、イメージから⾊を採取する、イメージの位置を変える、拡⼤/縮⼩表⽰するといった操作も可能
です。
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参照イメージを表⽰するには
1 [ウィンドウ]  [参照イメージ] を選択します。
2 [参照イメージ] パネルで、[参照イメージを開く] ボタン  をクリックします。

3 [参照イメージを開く] ダイアログ ボックスで、開くファイルの名前を検索して選択します。
開くことができる参照イメージは、JPG、PNG、RIFF、および PSD のファイル形式で保存されている必要があります。

4 [開く] をクリックします。

[参照イメージ] パネルで複数レイヤーを含む RIFF、TIFF、または PSD 形式のファイルを開くと、すべてのレイヤーが結合
されます。
参照イメージから⾊を採取するには、スポイト ツール  をクリックし、採取したい⾊の位置までカーソルを動かしてク
リックします。カラー タイルが、スポイト ツールで選択した⾊に変わります。

書類のセット アップが完了したら、ブラシと⾊を選択してペインティングを開始できます。Corel Painter では、実際の表現⼿段を念
頭に置いて設計された各種のブラシが⽤意されているので、ブラシがどのように機能するかを予測できます。Corel Painter のブラシ
は、油彩や⽔彩だけでなく、鉛筆、ペン、パステルなど、多種多様な画材でペイント/描画することが可能です。

ブラシ バリアントとも呼ばれる個々のブラシがブラシ カテゴリ別にブラシ　セレクタに保存されています。詳細は、13 ページの
「ブラシを選択/変更する」。を参照してください。

ブラシ バリアントはそのまま使ってもよいですし、⽬的に合わせて調節して使うこともできます。多くのアーティストが、ブラシ バ
リアントのサイズ、不透明度、粗さ (ブラシストロークの⽤紙テクスチャに対する反応) などの項⽬を微調整して使⽤しています。こ
れらの設定はプロパティ バーにあります。

ブラシを選択し、⾊を変更するには
1 ツールボックスで ブラシ ツール  をクリックします。

2 ブラシ セレクタ バーでブラシ カテゴリを選択し、ブラシ バリアントを選択します。
サンプル イメージでは、Mike は [鉛筆] ブラシ カテゴリから [ソフト 2B 鉛筆] を選択しています。

3 ⾊を変更するには、[カラー] パネルの [⾊相リング] をドラッグし、使⽤する⾊の範囲を表⽰してから、[彩度/明度トライアング
ル] をクリックして⾊を指定します。
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[彩度/明度トライアングル] の⼀番上は最⼤値 (⽩) で、⼀番下は最⼩値 (⿊) を表します。彩度は、左から右に増加します。右に
ドラッグするか、右側をクリックすると、彩度が⾼くなり主⾊相の純⾊に近くなります。左にドラッグするか、左側をクリックす
ると、彩度が下がり「くすんだ」グレーがかった⾊になります。
このサンプル イメージでは、Mike は明るい⻘⾊を選択しています。

ペインティング作業を⼀から開始する場合は、ペインティングの各要素をそれぞれ個別のレイヤーに配置することをお勧めします。
これにより、あるレイヤーのコンテンツを他のレイヤーやキャンバスから独⽴して変更および操作できます。また、あるレイヤーをス
ケッチとして使⽤し、そのスケッチをトレースすることで別のレイヤー上により詳細で正確なイメージを描くことも可能です。

レイヤーを追加/管理するには
1 [レイヤー] パネル ([ウィンドウ]  [レイヤー]) で、[新規レイヤー] ボタン  をクリックし、スケッチ レイヤーを作成しま

す。
2 [レイヤー] パネルの新規レイヤーをダブルクリックし、「Sketch」と名前を付けます。
3 ツールボックスでブラシ ツール  をクリックし、ペインティングのベースになるラフ スケッチを作成します。

アートワーク作成者: マイク トンプソン

4 トレーシング レイヤーとして使⽤する新しいレイヤーを作成し、「Tracing」と名前を付けます。
5 Sketch レイヤーを選択して、[不透明度] スライダを 70% の位置に動かします。
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6 トレーシング レイヤーを選択し、別のブラシ バリアントと⾊を選択して、スケッチをベースにしたより明瞭なラインによる描画
を開始します。

Mike は [鉛筆] ブラシ カテゴリから [鉛筆] を選択しています。アートワーク作成者: マイク トンプソン

スケッチをトレースし終わったら、Corel Painter 2023 によるさまざまな機能を活⽤してペインティングを仕上げることができま
す。
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アートワーク作成者: マイク トンプソン

Mike はこのペインティングを仕上げるために、塗潰しツール、[油彩] および [ブレンド] ブラシ カテゴリ内のブラシ、ミキサーパッ
ド上で混ぜ合わせた⾊、およびその他のさまざまな機能を活⽤しています。

このペインティングのより詳しい作成⽅法、またはマイク トンプソンに関する詳細情報はオンラインで⼊⼿できます。

その他のリソース
以下に⽰す Corel Painter のオンライン リソースで詳細な製品情報を⼊⼿していただけます。また、Corel Painter のコミュニティに
もご参加ください。
 

リソース アクセス先

Corel Painter Web サイト http://www.painterartist.com

Corel Painter チュートリアル http://www.youtube.com/user/PainterTutorials

Twitter の Corel Painter ページ http://www.twitter.com/corelpainter

Facebook の Corel Painter ページ http://www.facebook.com/corelpainter

Corel Painter ファミリーについて詳しくは、www.corel.jp をご覧ください。
 

http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=PAINT_BUCKET
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=PAINT_BUCKET
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=PAINT_BUCKET
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=PAINT_BUCKET
http://apps.corel.com/redirect?_redirect=command&function=help&version=2023&app=Painter&lang=JP&topic=PAINT_BUCKET
http://www.painterartist.com/static/ptr/img/content/community/tutorials/p12/Mike_Thompson.pdf
http://www.painterartist.com/static/ptr/img/content/community/tutorials/p12/Mike_Thompson.pdf
http://www.painterartist.com
http://www.youtube.com/user/PainterTutorials
http://www.twitter.com/corelpainter
http://www.facebook.com/corelpainter
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